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罫
 〈
高
専
〉文
科
省
会
見
を
実
施

罫
 名
ば
か
り
の
無
償
化
と
そ
れ
を
口
実
に
し
た
大
学

　
 介
入
に
反
対
～
中
央
執
行
委
員
会
声
明
を
発
表

罫
 春
季
・
新
歓
期
の
合
同
地
区
別
会
議
を
開
催

茎
 論
壇
「
教
育
勅
語
問
題
か
ら
み
え
る
改
憲
の

　
　
　
　
危
険
性
」名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達

　
　
　
　
科
学
研
究
科
 准
教
授
 石
井
拓
児

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
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海
事
職
員
部
」

　
　
　
　
担
当
中
執
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崎
寛
希（
大
島
商
船
高
専
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 広
島
商
船
高
専
「
瀬
戸
内
海
は
穏
や
か
で
す
」

猿
 滋
賀
県
立
大
学
「
全
大
教
H
P
『
資
料
ル
ー
ム
』

　
 大
い
に
活
用
 ～
公
立
大
学
協
議
会
に
も
期
待
～
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（１）　　　（１） 　　　（毎月10日発行）

「東大職組からの報告」佐々木彈 東大教職組委員長

に
あ
る
理
化
学
研
究
所
か
ら

当
事
者
の
方
の
発
言
、
産
総

用
化
の
成
果
と
世
論
の
声
援

を
力
に
、
多
く
の
大
学
で
交

渉
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
当
局
が
今
な
お

雇
用
上
限
に
固
執
す
る
大
学

で
の
状
況
を
、「
5
年
超
え
の

『
例
外
措
置
』
を
認
め
て
い

る
か
ら
無
期
転
換
逃
れ
で
は

な
い
」
と
の
当
局
説
明
と
、

例
外
措
置
の
申
請
が
「
　
歳
65

ま
で
の
雇
用
経
費
の
保
障
が

な
い
」
と
却
下
さ
れ
る
な
ど

の
現
場
の
実
態
と
の
間
で
矛

盾
が
生
じ
て
い
る
京
都
大
、

改
正
労
契
法
施
行
直
後
に
新

規
採
用
者
か
ら
5
年
上
限
を

導
入
し
、
今
年
度
末
に
事
務

補
佐
員
な
ど
の
大
量
雇
い
止

め
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
高
知

大
な
ど
の
事
例
を
報
告
し
、

ま
す
ま
す
の
社
会
的
な
批
判

を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

　
東
北
大
の
状
況
（
別
項
参

照
）
に
つ
い
て
、
片
山
知
史

東
北
大
職
組
委
員
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
、
支
援
を

訴
え
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
こ
の
他
、
就
業

規
則
の
遡
及
不
利
益
変
更
で

設
定
し
た
5
年
雇
用
上
限
で

事
務
職
、
秘
書
な
ど
3
0
0

人
以
上
が
雇
い
止
め
の
危
機

無
益
な
雇
い
止
め
で
大
学
の

企
業
価
値
を
損
な
う
当
局
に

痛
打
を
与
え
、
個
人
の
不
可

欠
な
基
本
権
で
あ
る
安
定
雇

用
を
実
現
す
る
大
義
あ
る
闘

い
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽

く
そ
う
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
全
大
教
か
ら
は
、
東
大
や

室
蘭
工
大
、
名
古
屋
大
、
岡

山
大
な
ど
で
の
原
則
無
期
雇

約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
佐
々
木
彈
・
東
大
教
職
組

委
員
長
は
、
雇
用
上
限
撤
廃

を
か
ち
と
っ
た
成
果
を
全
国

に
広
げ
る
べ
く
非
常
勤
講
師

組
合
等
と
共
同
し
て
各
大
学

当
局
へ
の
申
し
入
れ
・
労
基

法
違
反
に
よ
る
刑
事
告
発
な

ど
を
進
め
て
い
る
と
紹
介
。

 「
週
刊
東
洋
経
済
」
2
月
　10

日
号
特
集
「
大
学
が
壊
れ

る
」、
2
月
8
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
９
」、
そ

の
他
新
聞
報
道
な
ど
、
国
立

大
学
が
恒
常
的
業
務
を
有
期

雇
用
職
員
に
依
存
し
な
が
ら

無
期
転
換
逃
れ
を
目
的
に
脱

法
的
な
雇
い
止
め
を
行
お
う

と
し
て
い
る
問
題
は
こ
れ
ま

で
に
な
く
広
く
社
会
の
関
心

を
よ
ん
で
い
ま
す
。

  「
無
期
転
換
逃
れ
の
雇
い
止

め
は
許
さ
な
い
」
を
合
言
葉

に
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
月
　
日
、
全
大
教
と
東

14

大
教
職
組
の
ほ
か
理
研
労
、

国
公
労
連
、
筑
波
学
研
労
協
、

首
都
圏
と
関
西
圏
の
大
学
非

常
勤
講
師
組
合
な
ど
大
学
、

学
術
分
野
9
労
組
共
催
で
、

国
会
院
内
集
会
「
日
本
の
科

学
技
術
研
究
・
高
等
教
育
の

現
場
を
破
壊
す
る
無
期
転
換

逃
れ
目
的
の
有
期
雇
用
ス
タ

ッ
フ
雇
い
止
め
に
ス
ト
ッ
プ

を
！
」
を
開
催
し
、
国
会
議

員
5
人
（
代
理
出
席
を
含
め

る
と
民
進
、
希
望
、
共
産
、

自
由
、
社
民
か
ら
計
　
人
）
、

10

報
道
関
係
者
　
数
人
を
含
む

10

 ■
２
・
　
院
内
集
会

１４

け
、2
月
1
日
、雇
い
止
め
通

告
を
受
け
た
有
期
雇
用
職
員

の
組
合
員
6
人
が
仙
台
地
方

裁
判
所
に
労
働
審
判
を
申
し

立
て
、
第
１
回
審
判
は
3
月

初
旬
に
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

2
月
　
日
に
は
宮
城
県
労
働

20

委
員
会
に
、
不
誠
実
交
渉
に

つ
い
て
不
当
労
働
行
為
救
済

申
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
大
教
は
東
北
大
職
組
と

協
議
し
な
が
ら
支
援
の
取
り

組
み
を
検
討
し
進
め
ま
す
。

て
方
針
転
換
を
促
す
組
合
側

に
対
し
、
労
務
担
当
の
大
槻

理
事
は
「
無
期
転
換
を
進
め

る
大
学
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
先
が
見
え
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
と
し
て
、

言
下
に
拒
絶
し
ま
し
た
。

　
不
誠
実
な
交
渉
態
度
で
今

年
度
末
の
雇
い
止
め
を
強
行

し
よ
う
と
す
る
当
局
に
対

し
、
東
北
大
職
組
は
地
域
の

「
ス
ト
ッ
プ
雇
い
止
め
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
み
や
ぎ
」の
支
援
を
受

研
な
ど
無
期
雇
用
化
を
進
め

て
い
る
研
究
開
発
独
法
の
報

告
、
日
本
大
学
で
の
非
常
勤

講
師
の
大
量
リ
ス
ト
ラ
計
画

に
反
対
す
る
取
り
組
み
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
北
大
の
2
月
7
日
の
団

交
で
は
、「
限
定
正
職
員
」
へ

の
出
願
を
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
職
員
数
、
雇
い
止
め
に
関

す
る
大
学
方
針
の
意
思
決
定

過
程
な
ど
組
合
が
要
求
し
た

資
料
の
大
半
が
開
示
さ
れ

ず
、
さ
ら
に
は
、
東
京
大
学

な
ど
無
期
転
換
に
向
け
て
進

む
他
大
学
の
状
況
を
紹
介
し

 ■
東
北
大
で
労
働
審
判
・
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て




